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1 組織の概要

2 対象範囲・レポートの対象期間及び発行日

超高圧洗浄車 3 台

吸引車 6 台

クレーン付きダンプ車 1 台

小型トラック　2ｔ車 2 台

合計 12 台

産業廃棄物収集運搬量 594 ｔ

特別管理産業廃棄物収集運搬量 27 ｔ

事業所名 株式会社中部クリーン　

代表者名 代表取締役　柘植　章仁

本社・資材倉庫　愛知県名古屋市西区丸野二丁目49番地の4（事業所面積522㎡）

環境管理責任者

連絡先

代表取締役　柘植　章仁

連絡先:080-6923-6841

E-mail:a-tsuge@chubuclean.co.jp

設　立

従業員数

資本金 1000万円

1981年10月26日

売上高 163百万円（2023年3月決算）

10名

TEL  052-502-0627   FAX   052-502-9931

ホームページ　www.chubuclean.co.jp

所在地

事業内容

特殊洗浄工事の請負

産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬業

建築物飲料水貯水槽清掃業

公害防止機器の販売・取付・修理

一般産業機器の販売・リース

駐車場　愛知県名古屋市西区見寄町8番3（事業所面積165㎡）

車両の種類・台数

廃棄物処理実績（2022年4月1日～2023年3月31日）

組織

レポートの対象期間

発行日

全組織（本社・資材倉庫、駐車場）

2022年4月～2023年3月

2023年7月10日

活動

全活動（特殊洗浄工事の請負、産業廃棄物・特別管理産業廃棄物の収集運搬

業、建築物飲料水貯水槽清掃業、公害防止機器の販売・取付・修理、　一般

産業機器の販売・リース）
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3 実施体制 作成日

見直し日

作成者

合計10名

2.エコアクション21の役割・責任・権限

の確保

社員に環境意識を向上させるための指導

エコアクション21の取組み、実施状況の確認（記録、見直し案等事務局へ提出）
車両・作業管理者

従業員
環境経営方針、環境経営目標を理解し、環境への取り組みの重要性を自覚

自主的、積極的に環境活動へ参加

環境管理責任者

  責任・権限

環境経営システムの構築・運用・維持

環境経営レポート取りまとめ統括、環境教育・環境活動取り組み等の統括

事務局 環境レポートの作成・管理、環境経営計画書兼管理表の作成、環境管理責任者の補佐

経営における課題とチャンスの明確化、環境経営方針の策定、環境経営システム全体の

評価及び見直し・指示

環境管理責任者の任命と実施体制の構築、環境活動に必要な資源（人員・設備・費用等）
代表者

役割

取締役　時任大輔 坂本久美

営業部門 技術部門

2019年4月1日

2022年7月10日

柘植　章仁代表者

代表取締役　柘植章仁

代表取締役　柘植章仁

環境管理責任者

1.エコアクション21の運営体制図

車両・作業管理者 事務局
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許可関係

愛知県 産業廃棄物収集運搬業 第02300004690号 2019.12.27 2024.12.26

積替え、保管を除く。

燃え殻（水銀含有ばいじん等を除く。）、汚泥（水銀含有ばい

じん等を除く。）、廃油、廃酸（水銀含有ばいじん等を除く。）、

廃アルカリ（水銀含有ばいじん等を除く。）廃プラスチック類、

（自動車等破砕物及び石綿含有産業廃棄物を除く。）、木くず、

繊維くず、動植物性残さ、金属くず（自動車等破砕物を除く。）

以上10品目（水銀使用製品産業廃棄物を除く。）

岐阜県 産業廃棄物収集運搬業 第02100004690号 2021.2.19 2026.2.18

積替え、保管を除く。

汚泥、廃プラスチック類（自動車等破砕物を除く。）、金属くず

（自動車等破砕物を除く。）、ガラスくず・コンクリートくず

（工作物の新築、改装又は除去に伴って生じたものを除く。）

及び陶磁器くず（自動車等破砕物を除く。）

上記4品目は石綿含有産業廃棄物であるものを除く。

廃油、廃酸、廃アルカリ

以上7種類

三重県 産業廃棄物収集運搬業 第02400004690号 2019.12.6 2024.9.26

積替え、保管を除く。

燃え殻（水銀含有ばいじん等を除く。）、汚泥（水銀含有ばいじん

等を除く。）、廃油、廃酸（水銀含有ばいじん等を除く。）

廃アルカリ（水銀含有ばいじん等を除く。）廃プラスチック類、

（石綿含有産業廃棄物を除く。）、動植物性残さ、金属くず、

ガラスくず等（石綿含有産業廃棄物を除く。）、鉱さい（水銀含有

ばいじん等を除く。）、ばいじん（水銀含有ばいじん等を除く。）

※ガラスくず等とは、「ガラスくず・コンクリートくず（工作物の

新築、改築、又は除去に伴って生じたものを除く。）及び陶磁器

くず」をいう。

（上記品目は水銀使用製品産業廃棄物を除く。）

以上11種類

許可及び登録の内容 許可番号 許可年月日 許可の期限
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許可関係

愛知県 特別管理産業廃棄物収集運搬業 第02350004690号 2023.8.10 2028.7.15

積替え、保管を除く。

引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ、特定有害ダスト類

（鉛を含むもの）、特定有害汚泥（6価クロム、シアンを含むもの）

、特定有害廃酸（6価クロムを含むもの）、特定有害廃アルカリ（

シアンを含むもの）

以上8品目

岐阜県 特別管理産業廃棄物収集運搬業 第02150004690号 2021.3.14 2026.3.13

積替え、保管を除く。

引火性廃油、腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ、特定有害ばいじん

（鉛を含むもの）、特定有害汚泥（6価クロム、シアンを含むもの）

、特定有害廃酸（6価クロムを含むもの）、特定有害廃アルカリ（

シアンを含むもの）

以上7種類

三重県 特別管理産業廃棄物収集運搬業 第02450004690号 2019.12.6 2024.11.9

積替え、保管を除く。

特定有害汚泥（六価クロム化合物を含むものに限る。）引火性廃油

、特定有害廃酸（六価クロム化合物を含むものに限る。）

腐食性廃酸、特定有害廃アルカリ（六価クロム化合物を含むものに

限る。）腐食性廃アルカリ

以上6種類

名古屋市 特別管理産業廃棄物収集運搬業 第06460004690号 2023.7.31 2028.7.5

積替え・保管を含まず

引火性廃油、特定有害ばいじん（鉛を含むものに限る）

以上2種類

積替え・保管を含む

積替え保管施設：名古屋市西区丸野二丁目49番4

保管能力　面積24.2㎡　保管上限33㎡

腐食性廃酸、腐食性廃アルカリ、特定有害汚泥（六価クロム、シア

ンを含むものに限る）、特定有害廃酸（六価クロムを含むものに限

る）特定有害廃アルカリ（シアンを含むものに限る）

以上6種類

許可及び登録の内容 許可番号 許可年月日 許可の期限
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4 環境経営方針

経営理念

環境経営方針

（1）

（2）

（3）

（4）清掃及び洗浄ならびに収集運搬時等、事業活動において排出される二酸化炭素の低減に努める。

（5）

（6）保有する各種設備や設備の管理充実を図り、公害防止機器を含む環境汚染の防止に努める。

（7）

制定

改定

株式会社中部クリーン

代表取締役　柘植　章仁

2019年4月1日

環境経営システムを構築し、継続的改善を図る。

環境法規制及び当社が同意するその他の合意事項を遵守する。

環境への取組みを環境レポートとして、社外の求めに応じ開示する。

私たちは、安全を何より優先し、各種清掃・洗浄ならびに廃棄物の収集運搬などの事業活動を通じ

て、お客様の求めるその先を見つめ、他社の追随を許さない洗浄品質と優れた提案力、共に考え解決

するプロ集団を目指します。

株式会社中部クリーンは業務全般に適用される環境関係法令及びその他の環境関連要求事項を遵守

し、経営理念にのっとり環境への取り組みを推進し、必要に応じて見直しながら継続していきます。

電気、化石燃料などエネルギー使用量の削減に取り組み、地球温暖化防止を推進する。

洗浄作業等で使用する水の使用量削減に努める。

2018年7月20日

株式会社中部クリーン 5



5 環境経営目標
事業年度：4月～翌年3月 作成日　2022年7月10日

作成者　　柘植　章仁

1 二酸化炭素排出量削減

2 電力使用量削減

3 灯油使用量削減

4 ガソリン使用量削減

5 軽油使用量削減

6 一般廃棄物排出量削減

7 産業廃棄物排出量削減

8 水使用量削減

9 客先からのクレーム「ゼロ」

10 地域貢献活動（道路清掃活動）

【電力排出係数は、３年間同じ係数を使用し算出する】

* 各年度の目標は-1％削減する。

* 環境経営目標3年毎の更新に伴い二酸化炭素の係数が変更になった為、

環境経営目標の基準年を2021.4～2022.3に設定し直した。

* 化学物質については、工事使用によるスポット的で流動性のあるものであり、自社による削減は

困難であることから目標数値には含めない。

* CO2発生要因として18㎏程度のLPGの使用があるが、CO2寄与率が0.05％程度のため削減の

取組は行うが目標数値化はしない、但しCO2には含めている。

電力事業者調整後排出係数　0.388㎏-CO2/kwh(2021年度中部電力㈱）

kg-co2

kWh

L

L

L

kg

㎥

㎥

件

24 24 24

229 227 224

24回

0 0 0 0

222

7.4 7.3 7.3 7.2

435 431 426 422

33,964 33,624 33,285 32,945

6,238 6,176 6,113 6,051

1,320 1,307 1,294 1,280

9,336 9,243 9,149 9,056

109,064 107,973 106,883 105,792

-3%

項　目 単　位
2021.4～2022.3

基準※

2022.4～2023.3

（目標）

2023.4～2024.3

（目標）

2024.4～2025.3

（目標）

削減目標割合 ％ 基準 -1% -2%
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6 環境経営計画 作成日：2022年4月1日

取組期間 2022年4月1日～2023年3月31日

（1）二酸化炭素排出量の削減 ・

（2）電力使用量削減 ・ 照明器具は不要な点灯をなくし昼休み等には消灯する。

・ 社員退社後、不要な照明を消灯する。

・ PCの省電力モードを有効に利用し使用後は電源を切る。

・ エアコンの設定温度は冷房28℃、暖房20℃とする。

・ 工場照明（水銀灯）のLED灯化を検討する。

・ 空気圧縮機の電源を不要時は切る。

（3）燃料使用量の削減 ・ 無用なアイドリングをやめ、経済速度で走る。

・ 点検整備をし、車両を維持する。

・ 定期的に空気圧をチェックする。

（4）一般廃棄物排出量の削減 ・ 廃棄物の分別を徹底し、資源化する。

・ 事務所内に分別ボックスを設置する。

（5）産業廃棄物排出量の削減 ・ 余剰となる資材購入を控え廃棄物の分別を徹底する。

・ 産業廃棄物保管場所に分別ボックスを設置する。

（6）水使用量の削減 ・ 節水の掲示による啓蒙。

・ 手洗い、洗車の節水を徹底する。

（7）客先からのクレーム「ゼロ」 ・ 改善提案、ヒヤリハットの抽出を定期的に実施する。

・ 工法の見直し、改善を随時行い周知する。

（8）地域貢献活動 ・ 工場、駐車場周辺の道路を清掃する。（隔週1回）

柘植

取組項目 担当者

下記2～3の活動による。

具体的活動内容

柘植

従業員

時任

坂本

時任

時任

坂本

柘植

時任
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取組期間2022年４月1日～2023年3月31日

取組項目 担当者

1.二酸化炭素排出量の削減 ・下記2～3の活動による。 柘植 点検表にて継続的な 点検表にて継続的な 点検表にて継続的な

　 運用をした 運用をした 運用をした

2.電力使用量削減 ・照明器具は不要な点灯をなくし昼休み等には消灯する。 柘植 継続的な運用をした 継続的な運用をした 継続的な運用をした

　 ・社員退社後、不要な照明を消灯する。

・PCの省電力モードを有効利用し使用後は電源を切る。

・エアコンの設定温度は冷房28℃、暖房20℃とする。

・工場照明（水銀灯）のLED灯化を検討する。

・空気圧縮機の電源を不要時は切る。

3.燃料使用量の削減 ・無用なアイドリングをやめ、経済速度で走る。 時任 点検表にて継続的な 点検表にて継続的な 点検表にて継続的な

　 ・点検整備をし車両を維持する。 運用をした 運用をした 運用をした

・定期的に空気圧をチェックする。

4.一般廃棄物排出量の削減 ・廃棄物の分別を徹底し、資源化する。 坂本 継続的な運用をした 継続的な運用をした 継続的な運用をした

　 ・事務所内に分別ボックスを設置する。

5.産業廃棄物排出量の削減 ・余剰となる資源購入を控え廃棄物の分別を徹底する。 時任 継続的な運用をした 継続的な運用をした 継続的な運用をした

　 ・産業廃棄物保管場所に分別ボックスを設置する。

6.水使用量の削減 ・節水の掲示による啓蒙。 時任 継続的な運用をした 継続的な運用をした 継続的な運用をした

　 ・手洗い、洗車の節水を徹底する。 坂本

7.客先からの ・改善提案、ヒヤリハットの抽出を定期的に実施する。 柘植 継続的な運用をした 継続的な運用をした 継続的な運用をした

　クレーム「ゼロ」 ・工法の見直し、改善を随時行い周知する。 時任

8.地域貢献活動 ・工場、駐車場周辺の道路を清掃する。（隔週1回） 従業員 継続的な運用をした 継続的な運用をした 継続的な運用をした

運用手順・運用基準 特筆すべき改善点は無いものの、社員への継続的な意識付けと行動により

・環境管理責任者は、作成及び定期的評価を行う 多くの項目において全体的に減少した。未達項目においても業務量の

・代表者（社長）は承認及び定期的評価と指示を行う 増加率と比較し微増である。

・環境経営方針の基本的方向・環境経営計画との整合を図ること エコドライブの継続推進、水と電力の更なる節減を目指し活動していく。

・環境経営方針・環境経営目標は毎年見直しを図ること 新型コロナの第５類への移行に伴い業務量が増加しつつある。その中で

・誰が、何を、どの程度、どのように行うかを明記すること 活動内容を推進し続けたことにより８割の目標達成が出来た事は大きな

・事業活動に大きな変更があった場合は速やかに改訂すること 成果として評価したい。

次年度以降も組織ぐるみの取組みを継続し、顧客満足度の向上と並行して

循環型社会のサポートを推進していく。

7　環境経営計画に基づき実施した取組内容

環

境

経

営

計

画

実

施

状

況

・

　

評

価

環

境

管

理

責

任

者

社

長

作成日2023年４月10日

具体的活動内容 2022.4～7 2022.8～11 2022.12～2023.3

株式会社中部クリーン 8



8 環境経営目標の実績
取組期間 2022年4月1日～2023年3月31日

1 二酸化炭素

排出量削減

2 電力

使用量削減

3 灯油

使用量削減

4 ガソリン

使用量削減

5 軽油

使用量削減

6 一般廃棄物

排出量削減

7 産業廃棄物

排出量削減

8 水

使用量削減

9 客先からのクレーム

「ゼロ」

10 地域貢献活動

（道路清掃活動）

【電力排出係数は、３年間同じ係数を使用し算出する】

回 24 24 24 0% 達成

電力事業者調整後排出係数　0.388㎏-CO2/kwh(2021年度中部電力㈱）

達成

L 6,238 6,176 6,622 6% 未達成

L 33,964 33,624 29,098 -14% 達成

㎥ 未達成

96,142 -12% 達成

kWh 9,336 9,243 8,530 -9% 達成

達成

L 1,320 1,307 939 -29%

達成

㎥ 7.4 7.3 6.0 -19% 達成

件 0 0 0 0%

229 227 237 3%

kg 435 431 350 -20%

取り組み項目

kg-co2 109,064 107,973

評価単位
2021.4～2022.3

基準
目標

2022.4～2023.3

実績
増減率（％）

株式会社中部クリーン 9



9
作成日2023年４月10日

1 二酸化炭素排出量削減 ・ 受注量が増加したものの、車両に起因する燃料また空調エネルギーの
・今年度の取組を継続する

削減が大きな要因。継続的なエコ活動の推進により削減を達成。

2 電力使用量の削減 ・ 夏季の酷暑による空調負荷は依然として大きいものの、事務業務の
・今年度の取組を継続する

見直しなどにより稼働時間を減少させ削減を達成。
・非稼働設備の電源OFFを徹底する。

・ 工場照明のＬＥＤ灯への変更を実施（９割完了）。
・工場照明のLED化を完了させる。

3 灯油使用量の削減 ・ 工事受注増加により工場内作業が減少した事と、事務業務の見直し
・今年度の取組を継続する

による稼働時間の減少により削減を達成。

4 ガソリン使用量の削減 ・ エコドライブを継続するも、新型コロナの終息により営業活動と
・今年度の取組を継続する

出張業務が増加したため未達成となった。

5 軽油使用量の削減 ・ 工事受注量が増加したものの低燃費の工事車両へ更新、エコドライブ
・今年度の取組を継続する

の浸透により削減を達成。

6 一般廃棄物排出量の削減 ・ 引続き客先も含めたペーパーレス化の推進により、事務系廃棄物の
・今年度の取組を継続する

大幅な削減を達成。
・廃棄物の分別をしっかりとして廃棄物量を減らす

・ 梱包材や段ボールのリサイクルを徹底した。

7 産業廃棄物排出量の削減 ・ 無駄な資材の購入を排除し、再利用可能なものを分別する事で大幅に
・今年度の取組を継続する

削減が達成。
・産業廃棄物は実績値を継続的に記録し、3年程度の

・ 資材の整理整頓によりムラ・ムダを無くした。
　実績を踏まえ目標値の見直しなども検討する

8 水使用量削減 ・ 工事受注量の増加により車両への使用量が増加し未達成。
・今年度の取組を継続する

・ 節水の啓蒙活動を継続し意識は浸透して来ているため、増加率は

工事受注量と比較し微増となった。

・ 継続した環境活動の取組みの強化が必要。

9 客先からのクレーム ・ 繰返し社員教育、工程の適宜見直し、提案活動の推進により達成。
・今年度の取組を継続する

「ゼロ」

10 地域貢献活動 ・ 隔週1回周辺道路の清掃を継続。
・今年度の取組を継続する

（道路清掃活動）

環境経営計画の取組結果とその評価・並びに次年度の目標・計画

次年度の目標・計画環境経営計画実施状況　達成・未達成の要因

達成

達成

未達成

達成

達成

達成

未達成

達成

達成

達成状況

達成

環境目標項目

株式会社中部クリーン 10



10　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

廃棄物処理及び清掃に関する法律 【排出事業者として】 保管場所表示、保管基準の順守

・ 一般廃棄物（紙ごみ） 運搬・処分業者との委託契約

・ 産業廃棄物（廃プラスチック類） マニフェストの交付・回収

【収集運搬事業者として】 マニフェスト交付状況の報告

・ 産業廃棄物 自社運搬の場合運搬車輌への表示、

・ 特別管理産業廃棄物 マニフェスト携帯

収集運搬業許可証の更新

排出事業者との契約

業務委託の場合運搬車輌への表示、

マニフェスト、許可証の携帯

名古屋市産業廃棄物等の適正な 設置場所 産業廃棄物の運搬・処分業者の定期的な確認

処理及び資源化の排出事業者と

して、促進に関する条例 市外産業廃棄物処分の届出等

市民の健康と安全を確保する 排出事業者として アイドリングストップ

環境保全に関する条例

小型家電リサイクル法 パソコン 長期使用、再生資源の努力義務、適正処理

家電リサイクル法 エアコン・冷蔵庫・洗濯機 買換時リサイクル料負担、適正処理

自動車リサイクル法 洗浄車・収集運搬車・その他全車両 車検又は買換時リサイクル料負担、適正処理

フロン排出抑制法 業務用エアコン 回収・運搬・破壊に要する料金の支払い、適正処理

委託確認書、引取証明書の保存（3年間）

簡易点検

道路運送車両法 収集運搬車・その他全車両 車検

自動車Noｘ.ＰＭ法 洗浄車・吸引車・ダンプ車 車検時検査

有機溶剤予防規則 シンナー他 有資格者による取扱い、保管管理

（有機溶剤マスク、ゴム手袋着用）

※—は当該期間に廃棄しなかった。

【環境関連法規への違反、訴訟等の有無】

環境関連法規に対する訴訟はなく又、遵守状況においても違反はありません。

また、関係当局より違反等の指摘も過去３年間ありません。

〇

〇

〇

〇

作成・評価日：2023年7月10日

作成者及び遵守評価者：柘植章仁

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

—

—

〇

—

適用法規 該当設備施設 法規の要求事項 評価結果

〇
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11 代表者による全体の評価と見直し・指示

　今年度は新型コロナの第５類感染症への移行に伴い、ユーザーからの受注量が従前に戻りつつある。

それに伴い業務で使用するエネルギー関連全般の増加を懸念していたが、環境目標計画の各項目に

おいて多くの目標達成が出来た事は、エコアクション２１の活動を通じて業務の効率化を図った

結果として大きく評価したい。

　今年度目標未達成項目については、営業・出張業務の増加、社内での内製業務に起因するもので

あり増加率としては微増であるものの、業務活動と比例するため目標の達成は難しい。ただ更なる

効率化を検討し、トップ主導で社員全員の継続的な意識付けとともに目標達成に向け努力を続ける。

　次年度においても、エコアクション21を通じたムリ・ムダ・ムラを無くす活動を継続し、ひとり

ひとりが目標に向けて継続的な活動をする事で、全体として循環型社会のサポートを推進していく。

評価結果

1 環境経営システム 有効に機能している ・ 機能していない

2 環境への取組み 適切である ・ 一部適切でない

変更判断・指示

1 環境経営方針の変更 有 ・ 無

2 環境経営目標の変更 有 ・ 無

3 活動経営計画の変更 有 ・ 無

4 実施体制の変更 有 ・ 無

　変更の理由（詳細にわたる場合は別紙添付）

変更の必要性の判断・指示

1 次年度以降の環境経営目標及び環境経営計画の変更　

2 2019年度電力係数0.42から2021年度電力係数0.388へ変更

2023年7月10日

株式会社中部クリーン

代表取締役　　柘植章仁
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